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１　　開式のことば

２　　国　歌　斉　唱

３　　黙　　　　　禱

４　　校　長　式　辞

５　　創立90周年記念事業実行委員会委員長あいさつ

６　　福島県教育委員会教育長あいさつ

７　　表彰状・感謝状贈呈

８　　受賞者代表あいさつ

９　　来　賓　祝　辞

10　　来賓紹介並びに祝電披露

11　　生徒代表のことば

12　　校　歌　斉　唱

13　　閉式のことば

記念式典　式次第

福 島 県 議 会 議 長

喜　多　方　市　長

福島県高等学校長協会長
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１　記念式典　平成30年10月27日(土）12:30　本校第１体育館

２　記念講演　平成30年10月27日(土）14:00　本校第１体育館

記 念 行 事

記 念 事 業

経歴　1934年福島県喜多方市生まれ。

　　　福島県立喜多方女子高等学校６回卒。実践女子大学国文学科卒業。

　　　編集者、会社員(舎監)、教員、自営業(書店)を経て、現在は、文章づくり、

　　　自分史づくりの講師をつとめる。神奈川県藤沢市在住。

著書『あの日夕焼け』(立風書房／文庫版:彩図社)

　　『満州そして私の無言の旅』(立風書房)

　　『文集づくり本づくり』

　　『子育てをつづる楽しみ』

　　『自分史 ―― それぞれの書き方とまとめ方』(ともに日本エディタースクール)

　　『舎監せんせい』(出版フォーラム優秀賞)

　　『わたしの赤ちゃん』(北九州市自分史文学賞大賞・学習研究社)

　　 改訂版『舎監せんせい』(本の泉社)

　　　などのほか、共著数冊あり。

講師プロフィール

講 師

演 題

すず　き　　まさ　こ

鈴木 政子 氏（フリーライター、朝日カルチャーセンター湘南講師）

「ペンを握って50年」

３　祝 賀 会　平成30年10月27日(土）17:30

　　　　　　　会津よつば いいでＪＡ会館

１　本校第１体育館「演台カバー」製作

２　創立９０周年記念誌『プラタナスの釦』発行
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表彰状・感謝状贈呈者 （順不同・敬称略）

表彰状贈呈者

◇ 歴代校長（５名）

　・川島　　宏　 ・小浜宗一郎　 ・滝沢　弘明　 ・髙梨　洋史　 ・鈴木　健生

◇ 歴代同窓会会長（１名）

　・横山　愛子

◇ 歴代父母と教師の会会長（10名）

　・青津　　茂　 ・生井　　晃　 ・大江　一男　 ・藤城　昭夫　 ・佐竹　一博

　・齋藤　　誠　 ・江花　和洋　 ・原　　孝雄　 ・原　　秀明　 ・川瀬　　敦

◇ 永年勤続者

［旧職員］（16名）

　・芥川　　勉　 ・大竹　康仁　 ・阿部りつ子　 ・太田れい子　 ・三浦　　彰

　・山内三重子　 ・吉川　典夫　 ・遠藤　光子　 ・相良　要蔵　 ・宮代　由愛

　・三橋　玲子　 ・福島　広己　 ・木野美智子　 ・小原真理子　 ・渡邊　源孝

　・松本　靖弘

［現職員］（４名）

　・佐野久美子　 ・東瀨　圭一　 ・永井　清和　 ・天野　洋美

◇ 親子三代（１家族）

　・五十嵐(佐藤)佐代子 ・五十嵐(三橋)千香子 ・五十嵐巨樹

感謝状贈呈者

◇ 学校医・学校歯科医・学校薬剤師（３名）

　・君島　英行　 ・佐藤　　滋　 ・三浦　裕子

◇ 茶道講師・華道講師（３名）

　・郡司　幸子　 ・金子　市子　 ・田中セイ子

◇ 記念事業支援企業（６社）

　・隆貴堂やまとみ　 ・㈲関ビジネス　 ・おもはん社　 ・㈲光陽印刷

　・キクチ看板店　　 ・㈱サイトウ
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90年のあゆみ

大正12年３月５日 本校建設の目的をもって向こう５ヶ年間毎年度金２万円宛町費積立の件、喜多方町町議会で決議

昭和３年２月27日 文部省告示第90号をもって県立喜多方高等女学校設置認可、同８月後者竣工

４月16日 入学式（第１回新入生100名）開校式

12月15日 喜多方町の寄付により本校舎県移管

昭和７年３月17日 第１回卒業証書授与式挙行

昭和12年１月18日 校歌制定

昭和12年５月16日 校章制定

昭和16年４月４日 生徒定員増（第１学年入学者150名）

昭和21年２月23日 ５年制度認可

４月25日 専攻科設置（１ヶ年間）

昭和22年８月18日 天皇陛下行幸

昭和23

昭和23

年４月１日 町立耶麻高等女学校を合併し、同校併設新制中学生徒も収容

年４月15日 学制改革に伴い、高等学校に組織変更され福島県立喜多方女子高等学校と改称

開校式挙行（第１学年入学者175名）、（併設 新制中学校併置）

10月15日 創立20周年記念式典挙行

昭和24年３月10日 高等学校第１回、高等女学校第18回卒業証書授与式挙行

４月１日 家庭科別科（１年）設置

昭和27年３月27日 家庭科別科廃止

４月４日 生徒定員増（第１学年240名）

11月24日 第一次校舎増築（７教室）竣工

昭和28年２月17日 生徒定員増（第１学年250名）

５月30日 学校共同評価実施

８月24日 第二次校舎増築（講堂拡張、音楽室渡り廊下等）竣工

９月26日 創立25周年および増築落成式典挙行

昭和29年４月１日 家庭科研究指定校となる（２ヶ年間）

昭和32年４月１日 統計教育研究指定校となる（３ヶ年間）

５月25日 音楽時報の寄贈を受ける（同発起人会から）

昭和33年10月27日 創立30周年記念式典挙行、記念事業として図書館落成（262㎡）

グランドピアノ購入、校舎拡張（2,060㎡）

昭和34年10月27日 県下統計教育研究大会開催

昭和35年１月20日 校庭拡張（3,775㎡）

３月31日 寄宿制度廃止

昭和36年５月８日 校庭拡張（1,848㎡）

昭和37年４月１日 生徒定員増（第１学年300名）

12月26日 校舎増築（４教室および渡り廊下）竣工

昭和38年４月１日 生徒定員増（第１学年385名）急増対策による

11月22日 校舎増築（２教室）竣工

昭和39年３月23日 校庭整地（7,730㎡）完了

昭和42年３月31日 体育館兼講堂落成

昭和42年６月10日 体育館兼講堂落成式典挙行

昭和43年10月26日 創立40周年記念式典挙行

昭和44年２月12日 水泳プール新設

福島県立喜多方高等女学校

福島県立喜多方女子高等学校

昭和45年３月31日 校舎新設第一期工事（4,885㎡）完了

昭和46年３月31日 同 第二期工事（2,689.97㎡）完了

４月１日 生徒定員減（第１学年322名）

昭和47年３月31日 校舎新設第三期工事（2,758.65㎡、他地元工事171.00㎡）完了

４月１日 生徒定員減（第１学年315名）

10月14日 新校舎落成記念式典（並びに植樹祭）挙行
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昭和49年12月23日 和室（131.8㎡）落成

昭和53年10月20日 創立50周年記念式典挙行

昭和54年３月27日 ガス設備全面改修、運動部室（５室59.60㎡）竣工

昭和56年４月１日 生徒定員減（第１学年270名）

昭和57年４月１日 新教育課程実施（1年）

12月２日 高架水槽取替及び揚水ポンプ増設工事完了

昭和58年３月30日 境界フェンス（西、南）新設工事完了

昭和60年４月１日 生徒定員減（第１学年225名）

昭和63年３月31日 境界土留フェンス（東）新設工事完了

10月22日 創立60周年記念式典挙行

11月30日 体育館屋根葺取替工事完了

平成元年12月13日 ボイラー取替工事

平成３年３月25日 ＯＡ教室設置（パソコン25台）

平成４年７月６日 プールろ過装置改修

平成５年４月１日 生徒定員減（第１学年215名）

平成６年３月25日 ＯＡ教室冷暖房設備装置

平成８年４月１日 生徒定員減（第１学年200名）、教育課程研究指定校（２ヶ年）

平成９年３月21日 プール改修工事完了

平成10年１月19日 大規模改造（外装）工事完了

３月30日 大規模改造（内装一期）工事開始

９月25日 大規模改造（内装一期）工事完了

10月24日 創立70周年記念式典挙行

平成11年11月18日 図書館冷暖房工事完了

平成12

平成12年

年２月24日 大規模改造（内装二期）工事完了

３月14日 更衣室（プール）新設、防球ネット工事完了

４月１日 喜多方東高等学校と改称、生徒定員640名（第１学年240名）

新校旗、校歌、校章、制服制定

平成13年３月27日 第二体育館兼武道場新設

４月１日 生徒定員680名（第１・第２学年240名）

男女平等教育推進モデル校（県指定、２ヶ年間）

12月26日 生徒控室取壊し

平成14年３月25日 陶芸窯室新設

４月１日 生徒定員720名（全学年各240名）

平成17年４月１日 生徒定員680名（第１学年200名、第２・第３学年240名）

平成18年２月28日 特別教室棟大規模改造（内部）工事完了

平成20年４月１日 生徒定員560名（第１学年160名、第２・第３学年200名）

９月24日 第一体育館耐震改修工事完了

10月11日 創立80周年記念式典挙行､校訓制定

平成21年４月１日 生徒定員520名（第１・第２学年160名、第３年200名）

平成22年４月１日 生徒定員480名（全学年各160名）

平成25年４月１日 生徒定員440名（第１学年120名、第２・第３学年160名）

平成26年４月１日 生徒定員400名（第１・２学年120名、第３学年160名）

平成27年２月25日 耐震改修工事（一期工事）完了

４月１日 生徒定員360名（全学年各120名）

12月22日 耐震改修工事（二期工事）完了

平成29年４月１日 生徒定員320名（第１学年80名、第２・第３学年120名）

11月28日 屋外汚水管改修工事完了

平成30年４月１日 生徒定員

10月27日 創立90周年記念式典挙行

280名（第１・第２学年80名、第３学年120名）

福島県立喜多方東高等学校

昭和48年４月１日 教育課程改訂に伴い、第２学年より２種類（Ⅰ型５クラス、Ⅱ型２クラス）で編成、実施、

新設「クラブ活動」の必修化


